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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、市民と専門職が協働し、健康支援ボランティアの教

育プログラムを開発することである。方法は、5 つのステップ（1.文献検討、2.ヒアリング調

査、3. 教育プログラムの試案を作成・実施・評価、4. 教育プログラムの作成・実施・評価、

5. 分析とまとめ）で行われた。その結果、市民と専門職のニーズを反映したプログラムが開発

され、86%の講座修了者が健康支援ボランティアとして活動を始めた。 

 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to develop the health promotion and 
education program for health supporting volunteer through the Citizen Participation. It 
was 5steps ( 1.Literature review, 2.Interviews, 3.Making a tentative planning of the 
health education program, 4.Plan-Do-See of a health promotion and education program, 
5.Analysis and Summary) The results of this study, 86% of participants in this program 
began to start on activities of health supporting volunteer. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 1,200,000 0 1,200,000 

2008 年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

2009 年度 900,000 270,000 1,170,000 

年度    

  年度    

総 計 3,200,0000 600,000 3,800,000 

 
 
研究分野：医歯薬学 
科研費の分科・細目：看護学 地域・老年看護学 
キーワード：健康 教育プログラム ヘルスプロモーション 市民との協働 ボランティア 
 
 
１．研究開始当初の背景 
わが国においては、21 世紀における健康戦

略として「健康日本 21」が提案され、全ての
人々のＱＯＬの向上を目的とした健康づく
りが展開されている。この目的を達成するた
めに、ＷＨＯが提唱するヘルスプロモーショ

ンの理念に基づく健康づくり戦略がとられ
ている。その戦略とは、主体的に生活習慣を
改善するといった健康づくりに取り組み、Ｑ
ＯＬを向上しようとする個人の力を教育的
支援（健康教育）によって培うと共に、社会
全体としても個人の主体的な健康づくりを
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支援していく環境を整備することである。 
Ａ看護大学では、ヘルスプロモーションの

理念に基づき、個人の主体的な健康づくりの
支援のために環境を整備し、看護職を始めと
する保健医療専門職が市民向けに健康相談、
健康情報の場を開設した。その結果、開設年
度(2004 年度)は相談者数 237 人、相談件数
360 件であった。さらに 2005 年度は相談者
数 838 人（前年比 3.5 倍）、相談件数 1150 件
（3.2 倍）と増加した。このことから、来訪
者の増加傾向やリピーターの存在からも、看
護大学が市民に提供する健康相談の活動が、
市民のニーズに適応していることが推察で
きる。今後、ますます相談者及び相談件数は
増加することが予測されるが、現在、非常勤
のコーディネーター（看護師・図書館司書）
及びボランティア（看護師・保健師・栄養士
ら保健医療専門職）の少人数で運営している。
そのため、この場の目的である「主体的に健
康生活を創り、自分の健康を自分で守る市民
社会をめざして、必要な健康情報を得る方法
ならびに、健康情報の使い方に関して情報を
提供する」ために市民ボランティアの参与が
早急に望まれる。 
市民がボランティアとして活動する際には、

まず始めに活動の場の理念やボランティア
の要件を認識し、活動のスキル等を習得する
ことを目的とした教育プログラムを受講す
ることが必要である。さらに、プログラムの
教育内容の選定にあたっては、既存の専門職
ボランティアらのニーズ及び、利用者側であ
る市民のニーズを把握することが重要であ
る。しかし、たいていの教育プログラムは専
門職側のニーズアセスメントのみに留まっ
ていることが現状である。 
 
２．研究の目的 
本研究は、市民と専門職が協働し、市民が

主体的に健康生活を創り、自分の健康を自分
で守ることをサポートする健康支援ボラン
ティアの教育プログラムの開発を目的とす
る。 
本研究は、看護大学内の地域に開かれた場

（健康相談・健康情報コーナー）でボランテ
ィアとして活動しようとする市民を対象と
して、専門職と市民との協働によるボランテ
ィア教育プログラムを開発しようとするも
のである。ここでいう専門職と市民とは、活
動中のコーディネーター及びボランティア
である保健医療専門職と、健康に興味関心が
あり、ボランティアとして活動を希望する市
民のことをいう。また、専門職と市民との協
働とは、両者に対し、ボランティア活動に関
する認識、要件などを理解した上で、各々の
ニーズを把握し、プログラムの構成要素を抽
出し、教育内容に組み込むといった、プログ
ラムを共に作成・実施・評価するプロセスを

いう。 
3 年間の研究期間において、まず最初の 1

年半では国内及び国外における教育プログ
ラムの現状を概観し、試案を作成する。その
後の 1 年半で看護大学においてボランティア
活動希望の市民に対してこのプログラムを
試行し、その研究成果によってプログラムの
評価を行うこととする。 
 
３．研究の方法 
本研究の全体の計画（流れ） 
2007 
年度 

 (1)健康支援ボラ
ンティア育成に
関する文献検討 

 
 
(2)ヒアリ
ング調査 

2008 
年度 

 (3)教育プログラ
ム の 試 案 を 作
成・実施・評価   
 
(4)教育プログラ 

 
 
 

2009 
年度 

 ム の 作 成 ・ 実
施・評価 

 
(5)分析と
まとめ 

 
 〔2007 年度〕 
(１)健康支援ボランティア育成に関する文
献検討：健康支援ボランティアの教育プログ
ラムを考案するために、国内外におけるボラ
ンティア教育に関する研究論文・教材・ガイ
ドラインなどの文献を検索・考証し、プログ
ラムの構成要素の抽出および教材開発の参
考にする。 
(２)健康支援ボランティアに関するヒアリ
ング調査：効果的な教育プログラムを考案す
るために、ボランティア活動に従事する市民
および専門職に対し、ボランティア活動に関
する認識、要件などを理解し、プログラムの
構成要素を抽出する。 
①対象：ボランティア活動に従事する市民お
よびボランティア育成プログラムの企画運
営者である専門職（看護師ら）を対象とする。
研究目的を説明し、研究参加の同意を得られ
た者とする。なお、市民と専門職は別々に実
施する。 
②データ収集方法：非構成的面接を行い、ボ
ランティアに関心のある市民に対しては、ボ
ランティア活動に関する認識、活動の実現可
能性の有無、実施容易あるいは困難な背景、
ボランティア活動を行うにあたり習得して
おきたいこと等といったニーズを自由に語
ってもらう。また、専門職に対しては、健康
支援ボランティア教育のあり方、ボランティ
ア活動に関する要件について語ってもらう。
面接の際には逐語データを得るために、情報
提供者に録音についての許可を得て、ＩＣ



 

 

（ＭＤ）レコーダーを用いて録音させてもら
う。録音した内容は逐語録におこす。 
③分析方法：得られたデータは、内容分析手
法を用いて質的記述分析を行う。分析した内
容から健康支援ボランティアのための教育
プログラムの構成要素を抽出する。 
 
〔2008 年度〕 
 (３)健康支援ボランティアのための教育プ
ログラムの考案（試案の計画・実施・評価）：
前年度に行った文献検討およびヒアリング
調査を基盤にして、健康支援ボランティアの
ための教育プログラムを考案し、試案を実施
し評価する。評価にあたっては、プログラム
前後（1 回目開始前および 4 回目終了時）に、
任意による無記名式のアンケート調査を実
施し、その場で回収した。なお、試案作成に
関しては、市民と協働して行い、より市民の
関心が高まるような、かつ実行可能な内容に
する。 
 
〔2009 年度〕 
 (４) 健康支援ボランティアのための教育
プログラムの実施と評価：前年度に引き続き、
研究協力が得られる市民及び専門職を対象
に、考案したプログラムおよびパンフレット
を用いて研究代表者・協力者およびボランテ
ィアに関心のある市民と協働して実施し、評
価する。 
(５)分析とまとめ：得られたデータは統計解
析ソフトＳＰＳＳを用いて分析し、分析結果
からプログラムの内容とその効果を検討し
て課題などをまとめる。 
 
４．研究成果 
(１)健康支援ボランティア育成に関する文
献検討：はじめに「ボランティア」、「マネ
ジメント」を含んだ文献を抽出した。さらに、
「マネジメント」については、「非営利組織・
ボランティア」を含んだ文献を抽出した。文
献収集はこれらの資料を多数保管している
東京ボランティア・市民活動センターの資料
を用いた。また、日本社会学会で収録してい
る社会学文献情報データベースからの収集
もあわせて実施した。この結果４７の文献を
絞り込み、「ボランティア」、「ボランティ
アマネジメントのアウトカム」についてまと
めた。文献検討の結果、①ボランティアは「ボ
ランタリズム＝自発性、無償性、利他性、先
駆性」という理念をもって行動する、②ボラ
ンティア組織はアソシエーションの要素が
強いため、中心にリーダーシップを取る者を
おくことで機能する、③組織行動の異なるボ
ランティア組織の場合は、その特徴に考慮し
たマネジメント手法が求められる、というこ
とが明らかとなった。 
 

(２)健康支援ボランティアに関するヒアリ
ング調査： Stanford University Medical 
Center において、ボランティア育成プログラ
ムの企画運営者（看護師ら専門職）に対して
ヒアリングを行った。 
その結果、特に「ボランティアに対する初

めの動機付けの大切さ（効果的な教育プログ
ラムの展開の重要性）」と「ボランティア活
動の継続に向けての個々のボランティアへ
の働きかけの大切さ」についての情報を得た。 

また、活動に従事するボランティア（市民）
に対してもヒアリングを行った。その結果、
プログラムの構成要素として、「健康に関す
る概論（ヘルスプロモーションについて）」、
「ボランティアに関する概論」、「こころの
健康に関して」、「身体的健康に関して」が
あげられた。 
 

(３)健康支援ボランティアのための教育プ
ログラムの考案（試案の計画・実施・評価） 
①倫理的配慮 
調査はＡ大学研究倫理審査委員会の承認

（承認番号 08-046）を得て実施した。また、
当該施設の全活動は研究に使用することが
館内に掲示されている。さらに、提出は自由
意思とした。 
②周知方法 
ポスター及びチラシを作成し、Ａ大学内市

民向けコーナーに配置し、学内ホームページ
上や後援を得た社会福祉協議会の広報誌を
通して希望者を広く募集した。その結果、定
員 30 人に対し 37人の応募があり本教育プロ
グラムに対する市民の関心の高さがうかが
えた。 
③対象者の属性 
受講者 32人のうち全回出席した 25人の協

力を得た。回答者の年代は 60 代が 35.5％と
最も多く、全員女性で「主婦」が 47.7％と最
も多かった。 
④教育内容について 
9 割以上が教育内容に満足し、理解できた

と感じ、特に 1回目の講座「健康に関する概
論」が最も印象に残ったと回答した。 
⑤プログラム全般について 
9 割以上が本教育プログラムは有意義であ

り、今後のボランティア活動に役立つと感じ、
講座に参加しボランティアへの活動意欲が
参加前よりも高まったと回答した。 
⑥自由記述 
教育内容の展開方法について「内容Ⅳと内

容Ⅰの順番を入れ替える（身体的、精神的、
社会的健康という順番）と自らの問題として、
より一層身近なものになると思いました。」
や、「お年寄りと接するボランティアをして
いるが、受講し、人との接し方がよくわかっ
た。」といった意見が挙げられた。今後、効
果的なプログラム開発に向け教育内容や運



 

 

営条件等、受講者の意見を反映し計画者ら運
営スタッフと検討を行い、市民の関心が高ま
る展開方法を検討していくこととした。 
 
(４) 健康支援ボランティアのための教育プ
ログラムの実施と評価：試案したプログラム
を行った結果、自由記述において WHO の健康
定義をふまえた教育内容の展開方法に関す
る意見があがった。これらの受講者である市
民の意見を反映し、計画者ら運営スタッフと
共に教育内容や運営条件等の検討を行い、効
果的な教育プログラム開発を行った。評価と
して、プログラム前後（1回目開始前および
4 回目終了時）に、任意による無記名式のア
ンケート調査を実施し、その場で回収した。
また、受講後のボランティア活動への参加に
ついての追跡調査を行った。 
①倫理的配慮 
調査はＡ大学研究倫理審査委員会の承認

（承認番号 09-1003）を得て実施した。また、
当該施設の全活動は研究に使用することが
館内に掲示されている。さらに、提出は自由
意思とした。 
②周知方法 
ポスター及びチラシを作成し、Ａ大学内市

民向けコーナーに配置し、学内ホームページ
上や後援を得た社会福祉協議会の広報誌を
通して希望者を広く募集した。その結果、定
員 30 人に対し 33人の応募があり本教育プロ
グラムに対する市民の関心の高さがうかが
えた。 
③対象者の属性 
受講者 31人のうち全回出席した 22人の協

力を得た。回答者の年代は 60 代が 58.6％と
最も多く、男性 20.7%、女性 79.3%であった。
また、図 1の通り「主婦」が 51.5％と最も多
く、次いで「会社員」15.2%であった。（図 1
対象者の属性） 
 
 
    
  
 
 
 
 
 
 
 
④教育内容について 
本講座は、以下の通り４つの教育内容によ

って展開した。〔内容Ⅰ．ボランティアに関
する概論「”ボランティア”を考える」、内
容Ⅱ．身体的健康について「自分のからだ、
自分でする健康チェック」、内容Ⅲ．精神・
心理的健康について「話の聴き方・話し方」
内容Ⅳ．健康に関する概論「健康なまちづく

り～健康社会学的視点から～」〕 
その結果、プログラム修了後のアンケート

調査において、全員が教育内容に満足し、理
解できたと回答した。中でも図 2の通り、特
に 4回目の講座「健康に関する概論」が最も
印象に残ったと約半数が回答した。（図２教
育内容に関して） 
 これは、前項（３）健康支援ボランティア
のための教育プログラムの考案（試案の計
画・実施・評価）の④でも同様の結果が得ら
れていたことから、健康支援ボランティアに
なろうとする市民の健康に関する学習ニー
ズの高さが窺えた。 
 

 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 
⑤プログラム全般について 
図 3の通り 9割以上が、講座を開催する時

間帯や、曜日、会場についてもよかったと回
答した。全員が本教育プログラムは有意義で
あると回答し、9 割以上が今後のボランティ
ア活動に役立つと感じ、講座に参加しボラン
ティアへの活動意欲が参加前よりも高まっ
たと回答した。（図３運営条件に関して） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講座の曜日

非常に思う まあ思う

あまり思わない 全く思わない

 
 
 
 
 
 
 
 

印象に残った講座

１回目

２回目

３回目

４回目

図２ 教育内容に関して 

職業 主婦

会社員

医療関係

福祉関係

学生

その他

なし

講座会場
非常にそう思う

まあそう思う

あまりそう思わ

ない

全く思わない

図３ 運営条件に関して 

講座の時間帯

非常にそう思う

まあそう思う

あまりそう思わ

ない

全く思わない

講座の曜日
非常にそう思う

まあそう思う

あまりそう思わ

ない

全く思わない
図１ 対象者の属性 



 

 

⑥自由記述 
「健康やボランティアについて考えるよ

うになりよかった」、「ボランティアのことを
体系的に学べました」、「健康やまわりの人や
地域などについて考えるようになりました」
という意見が挙げられた。 
⑦追跡調査 
 全回出席の 22 人のうち、19 人が実際にボ
ランティア登録を行い、活動を始めた。すな
わち 86%の講座修了者が健康支援ボランティ
アとして活動を始めた。今後、本プログラム
参加者のボランティアの継続性をフォロー
アップしていきたい。 
 
（５）分析とまとめ 
2008 年度に行った前述の(３)健康支援ボ

ランティアのための教育プログラムの考案
（試案の計画・実施・評価）時および、2009
年度に行った(４) 健康支援ボランティアの
ための教育プログラムの実施と評価時のア
ンケート調査において、Rosenberg によるセ
ルフエスティーム（self-esteem）尺度を行い、
プログラムの事前、事後での平均得点を検討
した。 
その結果、図 4の通り、プログラム修了後

の方がプログラム開始前（事前）に比し、2008
年度、2009 年度のいずれも平均得点が上昇し
ていることが明らかとなった。さらに、2008
年度、2009 年度を比較すると、平均得点が 1
点異なるものの、その後のプログラム修了時
（事後）において、2.2 点の差が確認できた。
すなわち、2008 年度の試案時よりも、2009
年度の方が平均得点の上昇の割合が高かっ
た。このことは、プログラムの運営条件や教
育内容の改善が影響したことも考えられる。
（図４self-esteem の得点比較） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
試案を経て確立したプログラムであった

が、アンケート結果から、プログラム全般・
教育内容共に概ね受講者の満足度が高かっ
たことがうかがえた。また、自由記述におい
て、「もっとボランティアについてディスカ
ッションする機会やボランティア活動をし
ている方の話などもうかがいたかった」とい

う意見をふまえ、今後、効果的なプログラム
開発に向け教育内容や運営条件等、さらなる
検討を行い、よりよいプログラムの開発をめ
ざす必要性が示唆された。 
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